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　下出先生は1998年5月16日，急性肺炎のため
名古屋市で御他界，享年80才であった。御葬儀
は5月19日名古屋市今池斎場平安会館でおごそ
かにして，しめやかに挙行された。当日は金沢大
学，明治大学の関係者ならびに卒業生，大学院生
さらには御指導を受けた多くの日本史研究者が参
列した。
　下出先生は1918年4月石川県江沼郡作見村で
出生され，県立大聖寺中学・第四高等学校文科甲
類をへて，東京帝国大学文学部国史学科へすすま
れ1941年に卒業しておられる。卒業後岩波書店，
神祇院に勤務され，1943年東部第49部隊に入隊，
敗戦後は郷里の石川県に帰られ，北国新聞社，旧
制小松中学，大聖寺高校教諭を経て，金沢高等師
範学校教授，金沢大学法文学部教授を経て，1968
年明治大学文学部教授として赴任され，1989年3
’月迄の22年間明治大学に勤務された。この間文
学部史学地理学科長，大学院文学研究科委員長，
駿台史学会長等を歴任された。また1975年には
文学博士（東京大学）を取得しておられる。
　下出先生が学会に颯爽と登場されたのは，戦後
まもなくのことで，それは1951年雑誌「日本歴
史」38号に載せられた「神仙思想」という論文
である。ここではこれまで津田左右吉氏や和辻哲
郎氏が「日本における神仙思想の伝来は文学上の
問題にすぎず，そのような思想は日本にはなかっ
た」としていた学説に対して，真正面から対決さ
れ，「文学上の問題のみではなく，道教が日本に
伝来したのは歴史的事実であって，その信仰は民
衆道教として展開した」と規定されたことである。
さらにその後次々に出された論文や著書で実証さ
れ，下出先生の学説が定説となり，道教研究が展
開するきっかけになった。
　また1955年’『古代学』の「伊勢神宮式年遷宮
起源の問題」1956年「続日本紀研究」3－5に「伊
勢大神の神使の性格」等で皇学館大学教授田中卓
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氏と論戦を展開されたのは記憶に新しいことであ
る。当時学生であった私は，下出先生が史料を実
証的に利用し，理路整然とした論文で論破された
ことを思い出す。とりわけ皇室祭祀や天皇制にも
かかわる論文であっただけに神社界の驚きは激し
く，「神社新報」に「下出積與氏の式年遷宮起源
説に反対する」として批判的記事が紙面を埋めて
いたことを思い出す。明晰にして厳密な先生の研
究姿勢の一コマとして紹介しておきたい。下出先
生の研究業績はかなり多いので代表的な著書のみ
紹介すると，次の通りである。
　1968．11『神仙思想』吉川弘文館
　1970．3　『石川県の歴史』山川出版社
　1971．9『道教～その思想と行動』評論社
　1972．10　『日本古代の神祇と道教』吉川弘文館
　1974．4　『原典　日本思想史』評論社
　1985．10　『道教と日本人』講談社
　1986．6　『古代神仙思想の研究』吉川弘文館
　1987．7　『陰陽道』神道大系編纂会
　1997．6　『日本古代の仏教と神祇』吉川弘文館
　1997．7　『日本古代の道教・陰陽道と神祇』吉
　　　　　川弘文館
　1999．5『白山の歴史」（遺稿）北国新聞社
　この他著書・論文は多数あるので紹介を略する
が，1970年迄の著書・論文の目録は『日本宗教
史研究入門」（評論社）に，1971～8年は「日本
における国家と宗教』（大蔵出版）に1979～98年
は『日本宗教史研究目録」1・皿（岩田書院）に
それぞれ掲載されているので参照して頂きたい。
　また下出先生は御他界寸前まで陰陽道や道教に
関する史料ならびに研究叢書の監修者としてその
任にあたっておられた。下出先生の生涯はまさに
研究者として探究心が枯渇することがなかった一
生といえると思う。
　下出先生の研究活動について紹介してみると，
大別して五っになると思う。
追　第一は郷里石川県内での地方史研究である。戦
後まもなくの仕事として特筆すべきは，加賀金沢
藩主前田家の膨大な史料を東京の前田家から金沢
市立図書館に移管するにあたって苦労されたこと
である。この折「加越能文庫目録」（金沢市立図
書館刊）3冊を，金沢大学のゼミの学生や市立図
書館員を指導しながら作成しておられるが，この
目録の特色は単なる表題のみの記載ではなく，一
点一点に解説が付されていることである。その多
くは下出先生の手による。史料検索の折内容がわ
かり非常に便利である。またこの史料を利用して
石川県史・金沢市史をはじめとする石川県内の市・
町・村史を執筆され，指導的役割を果され，数多
くの仕事を残しておられる。また加賀前田家文書
を東京より金沢へ移管するにっいては，下出先生
は，「史料の現地保存，史料の公開」を礎唱され，
そのことは現在全国で展開されている文書館運動
のさきがけともなった。
　第二は金沢市郊外にある江戸村・檀風苑という
博物館施設の建設を建築家谷口吉郎氏とコンビで
推進されたことである。先生は北陸地方にある江
戸時代の建築物を厳密に吟味され，士・農・工・
商のそれぞれ複数の屋敷を解体する作業から立ち
合われ，それを復元しそれぞれの所蔵品をそのま
まの形で保存する様指示された。その結果目でみ
る江戸時代の衣食住の生活史が見事に復元されい
る。いずれもその後国指定重要文化財との評価を
えている。
　第三は学会活動と後進の指導である。先生は史
学会や日本歴史学会の委員・評議員を歴任される
とともに，戦後新しくできた日本古文書学会・日
本仏教研究会・日本宗教史研究会・日本道教学会・
日本山岳修験学会等はいずれも設立委員として参
画，理事や会長になられ，常に指導的立場にたっ
ておられた。とくに「学閥を否定して，大学間の
垣根をとりはらって，自由な雰囲気での研究活動」
を提唱され，他大学の若い研究者を含めて熱心に
指導しておられた。
　第四は日本宗教史史料を調査，整理して論文集
の作成を義務ずけられた点である。下出先生が研
究代表となって助成金を交付されたもののみとり
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あげてみると，最近25年間で次の如きである。
①北陸の浄土真宗史料，②時宗史料，③吉備地方
の宗教史料，④金沢藩の宗教史料，⑤出雲地方の
宗教史料，⑥東大寺文書，⑦山科勧修寺文書，⑧
佐渡本間家文書，⑨高野山文書，⑩葛川明王院文
書，⑪無動寺明王堂文書，⑫出羽三山文書，等に
および，ほs“2年に1回ずつ，報告書やその成果
が論文にまとまっている。すべての調査に私も参
加させて頂いたが，いずれの調査にも他大学の多
くの研究者が参加しており，また若い明治大学の
大学院生も含めて，活発な研究会が毎月行われ，
ときには厳しい注文や批判を加えておられた。こ
の様な先生の厳しい指導のもとから明治大学の古
代史・宗教史を通じて多くの研究者が育っていっ
たことも特筆すべきである。
　第五には生涯かけて調査研究を行われた郷里の
白山信仰の研究であろう。同郷の平泉澄氏の数多
くの著書・論文に対して，現存する史料を駆使し
て，検証し，きびしく批判した論文を書いておら
れたことが思い出される。遺稿となった『白山の
歴史』（北国新聞社）では，これから本格的な白
山信仰の研究をしようとされていた意気込みが感
じられる。志なかばで他界されたことは残念であ
る。
　以上下出先生の業績のほんの一部を紹介したに
すぎないが，先生の論文は一っとして重複した部
分がないこと，さらに新しい史料，新しい知見，
新しい研究者の論文を必らず入れられていること
はあとに続く者としてしっかりと読みとらねばな
らないことである。
　下出先生の仕事は日本宗教史を教団史のような
護法的手法で書くのではなく，基層信仰を民衆の
側からどうとらえるかにあったと思う。あまりに
も突然の御他界から，はや一年半がすぎ去ったが，
いま一度先生の著書・論文を読みなおし，学恩を
えたいと思っている次第である。また御遺族と先
生の書斎の書籍を整理させて頂いたが，下出先生
は講義録を年度毎に清書して製本しておられるこ
とを発見した。先生の几帳面な御人柄を垣間みる
思いがした。最後に先生の御冥福を心よりお祈り
して筆をおきたい。
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